
令和2年度
バーチャル収穫祭展示

園芸学研究室（髙畑ゼミ）
研究・教育活動紹介

当ゼミでは、ペピーノを筆頭に多数の野菜に関して、性質・
役割（健康維持・病気予防・食文化など）を十分に発揮させる
ために、どのように生長・発育するかについて勉強しています。
また、生産現場において、適切であり、効率的で、実用的価値
の高い栽培技術の開発を目指した研究を行っています。
このポスターでは、学生が実際に行っている研究内容や教育

活動についてご紹介します！

栽培技術を駆使して、

野菜の生産を高めよう!!!

農家にとって、 有益な技術、 役に立つ情報、であるための研究
（簡易、安価） （知っておきたい）

廃菌床班 キワノ・メロン班 ペピーノ班

トマト班
イチゴ班

パプリカ班

マルチ班

水耕班



まずは、ペピーノを紹介します



まずはペピーノから
～ ペピーノとは ! ? ～

学名：Solanum muricatum Aiton
原産：南米アンデス地域

日本へは1983年にニュージーランドより導入され、新しいフルー
ツとして栽培が開始されました。当初は高値で取引されたペピーノで
したが、日本で生産された果実は糖度が低く、食味が劣るため、現在
ではほとんど栽培されていません。

ペピーノは、ナス目ナス科の植物で、トマトやナスと同じナス属に
属します。日本での 「ペピーノ」という呼称は、スペイン語の
「pepino delce」に由来し、「甘いキュウリ」という意味があります。

アンデスの標高1000～3000mの高地で古くから栽培され、未熟果ま
たは完熟果を生食または調理して利用します。世界的には食味や香り
を楽しむフルーツとしての利用が多いですが、アンデスでは粗放的な
栽培が行われ、主に野菜として利用されます。本種は野生個体が見つ
かっていない栽培種で、本種と交雑が可能であるSolanum caripenseか
らドメスティケーションされたものであると考えられています。自家
不和合性で、種子繁殖をすると形質が分離するため、増殖は主に挿し
木で行われます。

ҧЧС˔Лχ σᴮם

ҨЧС˔Лχ

ҧЧС˔Лχᴸ

ҨЧС˔Лχ

ペピーノの紹介①



ロイヤル
カスタード

モンローダンス
フィリー

アップリンミミー ゴールド№1
ゴールドボーイ

ロイヤル

ゴールドQ

完熟果実の外観

糖度（%）

※ペピーノに関しては、
「平成28～30年度 東京農業大学 大学戦略プロジェクト」

東京農大厚木キャンパス発のブランド作物の構築
～高品質ペピーノでキャンパス興し～

として採択されました。

ペピーノの紹介②

ペピーノの品種



東京農業大学で研究して、得られた成果の一つを紹介します！

高糖度果実生産のためのリング処理の開発

ワッシャーに茎を通して挿し芽することで根の量を減らし、
ペピーノを甘くする技術（リング処理）を開発しました！

糖度（%） 根の重さ（g）

ワッシャー
（穴の大きさ4mm）

無処理区 処理区

研究成果

ペピーノの紹介③



ここから、卒論紹介です



あま～いトマトへの新たな挑戦！
～トマトの果実糖度を高めるための果房処理方法の検討～

‰ ЕЫЕ ▀τψ ˑσ ΥΚϥ
ζϦϣψ τІЕйІϬΤΪϥ πΚϤʺ

ᴿ Υ▪μοΜϥ

ʾ Υ πʺ ΥḛӬπψσΜ
ʾ ІЕйІτϢϥ χᾚ
ʾ ᵲᴮΥ Ψ

ζάπʾʾʾ

果房ごとに処理を行う˂
ΰθⱲṍτ Ϭ“Μʺ

Τν ϒχ Ϭᾚϣδϥχπψʾʾʾ
ςχ ᴪπϜם☼ᴦ σʺ

‰ ЕЫЕ⅝ Ϭᵫ ΰθΜ

処理方法

①ドリル貫通処理

ᴮ τЖзиπὪϬΚΪοϯϼзи Ϭ β

トマト研究①

Πωʾʾʾ



②結束バンドによる締め付け処理

2.5 χὫ НрЖ
πᴮ Ϭ ϛ Ϊϥ

③ジベレリン処理

ᴮ τЧ˔ІЕ χ
ЅЦйзр−Ϭ

トマト研究②

現在は糖度上昇がみられた
締め付け処理区をさらに調査中

目指せ糖度７以上の
あまーいトマト！

果実品質（重さ、糖度、障害果発生割合）に
及ぼす影響を調査！！



そのため、夏場のような高温下であっても、
イチゴの果実が肥大する方法の開発に取り組んでいます。

夏秋イチゴとは四季成り性品種を利用して夏から秋に生産されるイ
チゴ。一般的に日本でのイチゴは、一季成り性品種を用いて冬から初
夏にかけて生産されるため、夏や秋には出回らない。しかし、ケーキ
屋さんやテーマパークなどイチゴは通年的な需要がある。

一季成りと四季成り

一季成りと四季成りの違いは、
花芽分化（花を作る条件）。

【一季成り】一般的なイチゴ。
冬から春に生産。生食向き。

【四季成り】夏秋イチゴ。
夏から秋に生産。加工向き。

課題

・夏に生産される果実は、
高温によって十分に肥大し
ないで着色してしまいます。

・その解決方法として、ハ
ウス内の温度を下げること
が考えられますが、経済面
から現実的ではありません。

イチゴ研究①

夏でも誕生日ケーキに国産イチゴを！
～四季成りイチゴの夏期栽培での果実肥大促進法の検討～



研究内容

果樹および野菜栽培において、果実肥大を促すために植物生長調節剤
（トマトトーンやジベレリンペーストなど）が利用されています。
また、イチゴは着色したら果実肥大が停止するため、受粉後に花房を
黒寒冷紗で覆うことで、着色を遅らせられることが可能かもしれませ
ん。そこで、幾つか試験区を設けて実験しています。

本試験の目的と目標

【目的】
四季成り性品種を用いて夏

秋期に10g程度の果実を収穫す
る方法を開発する。

【目標】
植物生長調節剤や黒寒冷紗

を利用して夏場に収穫される
果実肥大が促進されるかどう
か検討する。

試験区

以前は夏に出回るイチゴはほとんどが外国産（輸送してい
る間に痛んでしまう）であったが、20年程前から日本では夏
秋イチゴ栽培が開始された。しかし、その量は多くはない。

ШиЯр╩ ШиЯр ΪᴥῬ

イチゴ研究②



生きた農業資材！？リビングマルチ
～リビングマルチを使用した、新しい持続可能農業の検討～

ˮマルチ˯ρΜΞ ỘⱢ∙Ϭ μοΜϘβΤˁЫиЎ
ψ χ σςϬ ΰοΜϥⱢ∙πβʻ╛ Ϟ ᴛ
χ ʺ χ σςד ˑσ῟ᴮΥΚϤʺ τ

ᴂαο Ϟ∙לϬ ΰϘβʻ

ЫиЎⱢ∙Ϭ Φθ π βϥṪ Ϭ

ˮリビングマルチ˯ ρΜΜϘβʻ

С˔ЫрρЄиН˔ЫиЎ

ИрЅрϬ⅝ С˔ЫрϬ⅝

マルチ研究①

ИрЅрρЄиН˔ЫиЎ



雑草防除だけじゃない！リビングマルチの可能性！

зРрϽЫиЎψ ᵰ⁯τΣΜο Υᶈ ΰοΦοΜϥΥ

зРрϽЫиЎ Ϭ ᶏΰ βϥρΜμθ ψσΜʻ

ˢ ϞЄкϼк˔НρΜμθ Υ► ήϦοΜϥˣ

ζάπʺ♆χᾆẕπψ◕ ᴣ χΚϥ ϬзРрϽЫиЎ

ρΰο► ΰʺ χ Ϟ ∂τ Πϥֲốʾ ᵲ

ʾḚ Υ ӬπΚϥΤσςʺ ˑσ‮ Ϭ ₰ΰοΜϘβʻ

ԁᾠЀЮрЕ
Μ π ỘϞḕẽ

τ‟ᾅ θϣˮΜΜσΙ˯
ρ―ΠοΜϘβʻםᾓχὫᴮψ
Ằ Ộ ᶘτ ότ οΜθ
ιΜθ τΣễΠΰϘβʻ

ψ ᶏ↕ΥπΦϥάρϬ
ΤϣḻμοΜϥε˂

НЅи ϱЌзϯрОЈз ІЦзПг

マルチ研究②



産業廃棄物に救いの手を
～シイタケ廃菌床を堆肥としての再利用方法の検討～

ᵧ ʺЄϱЌϾψΣῨΦπΰϡΞΤˁράϧπʺЄϱЌϾ
ψςχϢΞτΰο ϥΤέ πΰϡΞΤˁζχ χԁ
νρΰοʺάχОрχᴟ χϢΞσ¬ử ºΤϣ ϥχπβ˂
ΰΤΰʺ Ϭ Πθử ψʺ▀Ộ ṏ ρσμοΰϘΜϘ
βʻζάπʺЄϱЌϾ⅝ π►ΜᾥήϦʺᾝ Τϣԏ ΰθ
¬ ºử Ϭ ↓ΰʺ ᵠ ∙ρΰο ϬᵃέΰοΜθιΨ
άρϬ―ΠϘΰθʻ

ЅаϹϱЯ Юкр

ᵠ ῟ᴮΥ ϥχψʺ5˙10 ρᾠϩϦοΜϘβʻ῟
ᴮΥΚϣϩϦϥρ ΥϞϩϣΤΨσϤʺ⌠ χ χΰ
Υṍ πΦϘβʻ

ЄϱЌϾ ử ↓ήϦθ ử

露地圃場にすき込み、ジャガイモとメロンを栽培！！

廃菌床研究①



タネがなければ超楽ちん！
～植物生長調節剤によるメロンおよびキワノの

種子無し果実生産の検討～

ự ʺ ΰχ ∂Ϟᴮ χ Υ‰ϘμοΜϘβʻζ
άπʺ♆θκψЮкрρϺмЛχ ◓ ΰᴮםχ ▀τΰ
ΪοםᾓϬ“μοΜϘβʻ

メロン・キワノ研究①

メロン
ЌКϬ︡Ϥ Ψ

τψ︣ḧΥΤΤϤʺ
ṏ Ϝ ϥ

キワノ
ϯТзϸᾖ▀πЮкрχ ḧʻЬКжиΥ
πʺ χᴮ Ϭ ϓϘβʻ‌ΜЌКΥ

ᴮ τ ϘϦοΜοʺ ϓξϣΜ˂˂



ШиЯрπΚϥʺЕЫЕ

Е˔рʺЅЦйзрʺͥͥͪ͘Ϭ
Μοʺᴮםχ ΦήϞ σς
Υ ϥάρσΨʺ τ ΰΜ
ЌКσΰχЮкрϞϺмЛΥ ᶏ
πΦϥάρϬ ◙ΰοΜϘβʻ

処理
Ɽᴸχ Τϣρ
◓ τ
−Ϭ ΦΤΪϥ

メロン・キワノ研究②

Τϣ 3ΤὮπʺ
άϭστ ΦΨσϤϘΰ

θ˂˂



都市園芸の未来
～IoT を活 した 耕装置による空間を利 した

野菜の 産可能性～

ỘϬ ΰθЀЬвИГϰἹ ʺ Ӿχ ʾʾʾ
ỘτψθΨήϭχᴦ ΥΚϤϘβ˂

「農業=生産」άχϱЮ˔ЅϬ ΰθΜ˂

χОϱФ τ
₢Υ ΰθ π
Τϣ Υ Ϧϥάρ
τϢμοẚ πΦϥ

世界中で農業への関心が高まっている

ᵤᵰʿᴒ ⅝ χ ∂Ϭ►μθйІЕжрϞ Ộ ᾓ
ʿ◕ ψΚϥΥה πψ ΰΜ

ӗᴣπ ήΜ
ᴒ πϜ⅝ ᴦ ˂
PCΤϣ⅝ Ϟ

Ϭᶎ πΦϥ

エアロポニックス

今回使用した水耕装置

水耕研究①



この方法で野菜の栽培はできるのか？

PCχḚ ᵊ

栽培の様子

ナス・トマト

リーフレタス

IoT分野

ᴛ ʺ ӡʺד ʺECϬ
ЈрЂ˔τϢμο

χ Ϝ
άάΤϣ  πΦϥ

水耕研究②

ᶖḚק τϢμοʺςχ χ⅝ Ḛ Υ πΚϥΤʺ
Ϙθςχ ᶏ ϥχΤσςϬ ₰ΰοΜϘβʻ



♆θκЧС˔Л ψʺЧС˔ЛΥ ếΨ ӾΰʺΤν‰ σל
ᴮםΥ ᶏ ϥθϛχ⅝ Ϭ ┤ΰοΜϘβʻ
ЧС˔Лψ ЗЄϞЮкрχϢΞσ ΥΚϥᴮםπβʻΰΤ
ΰʺᴡΤ ϤσΜχπβʻ ϤσΜρΜΞάρψ ΰΜᴡΤ
Ϭᵫ βϥ ΥΚϥχπβʻʽʽ

ΰΜЧС˔ЛϬ⌠ϤϘδϭΤˁ
ᵊṍ σ⅝ Ϭᵫ ΰϘδϭΤˁ
ЧС˔ЛχⱲ Ϭԁ τ⌠ϤϘδϭΤˁ

♆θκψЗІϬ τΰοЧС˔ЛϬ Χ βϥάρπʺᴮם
Υל ϩϥχΤˁϘθʺ⅝ τσϥ ψσΜχΤˁσς

ϬᾆẕΰοΜϘβʻ
Κϥʺ∑ם χЗІχ τΣΜοψ σϤρϜὫᴮϬ
ϥάρΥ ϘΰθΥʺ◘Μ ΜοΜϥ ᴮϬ ϥϘπτψ Ϥ
ΪϘδϭπΰθʻ

♆θκψẒΦ Ϧθʻṍ ΰοΜθρΣϤτψΜΤσΜʾʾʾʻ
ΞϘΨΜΨρ αο ʺḚ Ϭΰθχτʾʾʾʾʻ

τᵛΰΤμθʻ♆θκψ ωπ ỘΰοΰϘΞΥʺ♆θκχ
зЦрЅʺϘθάχйЦиχ‰Μᴿ ϬᵔὨΰοΨϦϥ Ϭיּ

ΰοΜϥʻ

ⱳψΚσθχ πβʻ

美味しくないとは言わせない！
～ナス台木品種への接ぎ木がペピーノの
生育および果実品質に及ぼす影響～

ペピーノ研究①



Χ ῇ ᴟ ῇ ⅝ Ⱳ

ᴟ ῇ

ペピーノ研究②

⅝ ὂ

ṍ ήϦϥ χᴮם

¢Ь˔Е  ¢ᴺχ   ¢ ЗІ 



次に、研究以外の活動紹介です



圃場作業

ᵈˑʺהὛᶘᾆẕעˢ ЉЬˣπψʺםᶘ︠Ṱχ
χϜρτʺם∑τ ϬּסϤοʺṗ χ ∂Ϭ⅝ ΰ

σΥϣʺ⅝ Ṫ ϬᶘϭπΜϘβʻ
₈ ψ ἷЀкЗϳϱиІχֲốπϕρϭςᶨ π

ΦϘδϭπΰθΥʾʾʾʻˢּא ψ┌ χϜχˣ

ᴨ ∂θκ
ˢЕЫЕʺϺвϳзʺЗІˣ

ᶏΰθ
∂ψʺ

ꜛ θκπ
ΰο

ϓϘβ˂

⌠Ộ ὂ



圃場作業・収穫祭

ᶏ↕πψʺ Ϭ ΰʺЍϱЀрψϜκϧϭ
χάρʺМϼЂϱʾϺаЦБʾЀЫБЗσςχ ∂ ʺ
ЂБЫϱЯʾЂЕϱЯσςχϱЯ Ϭ ΰοΜϘβʻ

ᵫ Τϣ “ ΥπΦʺῂ ΨϣΜπ Ϥ
ϦοΰϘΜϘβ˂˂
ᴟᶘ π ꜘβϥ χ ∂Ϝꜛ ϣπ⅝ ΰϘ

βʻ

ЮИв˔ ˢԁ ˣ Σ χ ◓

ʾ┌ ψУкАЀз˔ʾϸзТжм˔



最後に、「おまけ」です



ѩ Ẏ

ᵦτψ ΨχϱЯΥΚϥϢΞτʺάά τϜ σ
ϱЯ Υꜛ ΰοΜϥʻζϭσ χϱЯⱧ τνΜοᵈˑ
ψ ꜛτ ₰Ϭ“μθʻ

ЂЕϱЯ
(Colocasiaesculenta(L.)Schott))

χ μάʺ▪ Ὢσςτ κּגοϣ
ϦθϜχΥ ᴟΰʺ₈πψ χ♩ϥ
τꜛ ΰοΜϥʻ τ βⱧΥᴦ

πΚϥʻ

ЅКрЅд
(Dioscoreajaponica)
Μ╣ᶑἹχ׀ ʺ⇔ Ψ ΰθБи
Υ ʻ11Ὦτσϥρ τЭϸЁ
Ϭ ήδϥθϛʺᾋ ΪϞβΜʻ
ᴞ1mӟ χ ήϘπϱЯϬ ήδ

ϥ ᴿỲг˔Ѓ˔ẒΤδχϱЯʻ⅜ τ
ψΩ ᾢή ІЀАФϬ ӪΰθΜρά
ϧʻᴞχᵊ ΥЭϸЁʻ


